
Round.08　MOTEGI
第８戦　モビリティリゾートもてぎ

公式予選

2022 年８月 21 日（日）
予選・決勝

天候：曇り／晴れ　路面：ドライ

#38　坪井 翔
予選：15 番手　決勝：10 位

#39　阪口 晴南
予選：14 番手　決勝：９位

　ドライコンディションでの専有走行、公式予選から一転し、
ウエットコンディションでのレースとなった全日本スーパー
フォーミュラ選手権第７戦の決勝レースから一夜明け、１大
会２レース制となるモビリティリゾートもてぎでの第６大会
は、８月 21 日（日）の第８戦の予選／決勝日を迎えた。前

　午前９時 15 分からスタートした公式予選 Q1。まず出走
したＡ組には、第７戦のドライ、ウエットでさまざまなセッ
トアップのヒントを得た阪口が出走した。前日はわずかにト
ラブルも抱えていたが、チームの作業により修復が行われ、
万全の状態で臨んだ。
　まだところどころに濡れた部分はあったものの、レコード
ライン上はドライ。そんななか阪口は一度コースインした後、
ピットに戻りガレージへ。作業を行い、再コースインのタイ
ミングをうかがったが、その直後ヘアピンで #15 笹原右京
がコースアウト。グラベルにストップし、赤旗中断となって
しまった。走行が残り６分 25 秒で再スタートになると、阪
口は再度コースイン。チェッカーに向けてアタックを展開し、
１分 31 秒 776 というタイムを記録したが、惜しくも Q2
進出まであとわずかとなる７番手という結果となった。しか
しそれでも、阪口は大きな改善を感じていた。
　続く午前９時 55 分からのＢ組には坪井が出走した。こち

日は深夜まで雨が舞ったもてぎだが、夜のうちに雨は止み、
午前９時 15 分からの公式予選はドライコンディションで迎
えることになった。前日の第７戦では予選でもうひと伸びが
足りなかった坪井翔、そしてさまざまな気づきを得た阪口晴
南にとって、第８戦はさらなる向上を目指す一戦となった。

QUALIFY
らも一度コースインし、残り５分というタイミングでコース
に戻ると、ウォームアップを行いアタックを展開していった。
しかし「３コーナーで思いきりロックしてしまい、タイムロ
スしてしまいました」という坪井は１分 31 秒 097 という
タイムを記録するも、チェッカーを受けた段階で坪井の順位
は５番手。後続からアタックしてきたライバルたちがタイム
を上げてくるにつれて、坪井の順位は８番手まで下がって
しまった。坪井にとっては、わずか 0.043 秒差でまさかの
Q1 敗退という結果となってしまう。
　この予選の結果、P.MU CERUMO/INGING の２台は阪

８月 21 日（日）　9:15 〜 9:57　天候：曇り　路面：ドライ
ベストタイム　#38　坪井翔　1'31.097（Q2）／ #39　阪口晴南　1'31.716 (Q1）

口が 14 番手、坪井が 15
番手という総合結果となっ
た。午後２時 30 分からの
決勝レースは、中団グルー
プからの追い上げを目指す
ことになった。



決勝レースRACE

　午前９時 57 分に終えた公式予選の後、チームは中団から
ポイント圏内への追い上げを期しセットアップを行い、午後
２時 30 分からの第８戦の決勝レースに臨んだ。午前の曇天
模様からはうって変わり、モビリティリゾートもてぎは晴れ
間が広がり、気温 31 度、路面温度 38 度という暑さのなか
午後２時 30 分の決勝レースを迎えた。直前のウォームアッ
プでは、阪口がセットアップの不調を訴え、チームはセット
変更を行った。
　スタートでは阪口が 11 番手に、坪井が 14 番手にジャン
プアップ。ただオープニングラップから混戦で、２周目に向
けた攻防のなかで阪口は #50 松下信治をパスする一方、坪
井は集団に飲まれるかたちとなってしまい、17 番手にポジ
ションダウンを喫してしまった。
　しかし阪口はスタート前のセットアップ変更が功を奏し、
そして坪井はもともとのレースペースが好調で、阪口はポイ
ント圏内となる 10 番手を走りながら９番手の #53 佐藤蓮
を追っていく。坪井も３周目には 16 番手、さらに７周目に
は 15 番手と、ポジションを奪回していった。
　そんななか、10 周を終えタイヤ交換が可能になると、上
位陣でも続々とピットインを行っていく。僅差のなかでアン
ダーカットを狙う作戦だが、阪口も 11 周を終えてピットイ
ン。直前にタイヤ交換を行っていた #50 松下の前で復帰し、
中盤戦に向けてレースを進めていった。
　一方の坪井は、レース後半へタイヤ交換を引っ張る作戦を
採っていった。ペースが良いこともあり、空いたスペースを
有効に活かしていく作戦だ。坪井は安定したラップタイムを
刻んでいくと、23 周を終えてピットイン。チームも迅速な

作業で坪井を送り出した。
　坪井がコースに戻ると、#64 山本尚貴を
先頭とした 11 番手争いの集団のなかに飛び
込んでいく。タイヤのウォームアップが十分
でないなか、坪井は 16 番手で 25 周を終え
ることになるが、ここからフレッシュなタイ
ヤで大きくポジションを上げていった。
　まず坪井は 26 周目に 15 番手に上がる
と、27 周目には 13 番手、さらに翌周ピッ
トインした車両がいたこと、さらに #50 松
下をかわしたことで 11 番手まで浮上した。
さらに、ペナルティを受けていた #64 山本
を 29 周目に先行し、ついにポイント圏内と
なる 10 番手まで浮上することに成功した。

　一方、序盤にピット作業を行っていた阪口は、このタイミ
ングで他車のピットインなどにともない８番手までポジショ
ンを上げていた。これで P.MU CERUMO/INGING の２台
はポイント獲得のチャンスを得た。
　そんななか、阪口の後方からは終盤までピットインを引っ
張っていた #15 笹原右京がフレッシュなタイヤで近づいて
きた。33 周目、阪口はさすがに抵抗しきれず９番手にポジ
ションを下げたが、チェッカーまで危なげなくペースを保
ち、９位でフィニッシュ。そして 0.496 秒の僅差で阪口の
背後に迫っていたのが坪井で、10 位でチェッカー。P.MU 
CERUMO/INGING は２台同時ポイント獲得を達成した。
　もちろん目指す順位はさらに先だが、今季阪口が大きく苦
しんできたなかで、２台揃ってのポイントは浮上への大きな
きっかけとなった。残すは鈴鹿サーキットでの最終大会のみ
だが、シーズンを良いかたちで締めくくるべく、チームはさ
らにギアを上げていく。

８月 21 日（日）　14:30 〜　天候：晴れ　路面：ドライ
ベストタイム：#38　坪井翔　1'34.646（32L）／ #39　阪口晴南　1'35.226 (13L）



ドライバー／監督コメント

38　坪井 翔　SHO TSUBOI

39　阪口 晴南　SENA SAKAGUCHI

立川 祐路 監督　YUJI TACHIKAWA

COMMENTS

「予選がすべてになってしまいました。３コーナーで思いきりロックしてしまい、飛
び出しそうになってしまったのですが、そのコンマ１〜２秒で世界が変わってしまい
ました。ただ乗っているフィーリングもすごく良いわけではなく、ポールポジション
争いができたかと言えばそうでもなかったです。それでも Q2 に進出できるくらい
の速さがないと、予選はうまくいかないと思います。決勝レースのペースは良く、ス
タート直後こそ集団に飲まれてしまいましたが、その後はペースも良かったですし、
タイヤ交換後も抜いてくることができました。最低限ポイントは獲れたこと、決勝ペー
スは良かったことは収穫ですが、課題の予選にこだわりやっていきたいです」

「予選では Q2 進出まであと一歩でした。みんなそうだと思いますが、自分ももった
いないミスもあった中だったので、Q1 をまったく通れないパフォーマンスではな
かったと思います。前日からは進化していると感じました。決勝レース前のウォーム
アップはいまひとつだったのですが、ダメな理由をすぐ突き止めてグリッドに並ぶこ
とができました。上位陣にはまだ及びませんでしたが、決勝では今までよりも良いパ
フォーマンスで走ることができ、ポジションも上げてポイント獲得で終えることがで
きました。これをスタートラインにしたいですし、次戦に向けてこの土台を大事にし
て積み上げていきたいですね。鈴鹿で良いところをみせ、来季に繋げたいです」

「坪井選手は僅差の予選のなかで苦戦してしまいました。セクター１のロスが大きかっ
たのですが、それをのぞけばトップクラスのタイムが出せたはずなので、そこは残念
でした。決勝でも序盤ポジションを落としてしまいましたが、そこが大きかったかも
しれません。ペースは良く 10 番手まで挽回できましたが、やはり予選が課題になり
ました。阪口選手は前日からメカニックが頑張ってくれてクルマを見直してくれまし
た。そのおかげで状況が改善し、予選、決勝と今シーズンのなかでは良い内容のレー
スができました。２台の順位としては９位、10 位というものでしたが、最終戦に向
けて良い材料になったのではないかと思います。応援ありがとうございました」



リザルトRESULT
第８戦もてぎ　決勝結果

ドライバーランキング チームランキング

Pos.	 No.	 Driver		  Car				    Engine			   Laps	 Total Time	     Gap

1	 19	 関口雄飛	 	 carenex TEAM IMPUL SF19	 	 TOYOTA/TRD 01F		 37	 59'31.699	
2	 20	 平川亮	 	 carenex TEAM IMPUL SF19	 	 TOYOTA/TRD 01F		 37	 59'32.642	 0.943
3	 5	 牧野任祐	 	 DOCOMO DANDELION M5S SF19	 HONDA/M-TEC HR-417E	 37	 59'34.149	 2.450
4	 1	 野尻智紀	 	 TEAM MUGEN MOTUL SF19	 HONDA/M-TEC HR-417E	 37	 59'36.412	 4.713
5	 65	 大湯都史樹	 TCS NAKAJIMA RACING SF19	 HONDA/M-TEC HR-417E	 37	 59'37.684	 5.985
6	 4	 S. フェネストラズ	 REALIZE Corporation KONDO SF19	 TOYOTA/TRD 01F		 37	 59'38.921	 7.222
7	 53	 佐藤蓮	 	 Red Bull TEAM GOH G01 SF19	 HONDA/M-TEC HR-417E	 37	 59'39.795	 8.096
8	 15	 笹原右京	 	 TEAM MUGEN BINGO SF19		 HONDA/M-TEC HR-417E	 37	 59'46.015	 14.316
9	 39	 阪口晴南	 	 P.MU/CERUMO･INGING SF19	 TOYOTA/TRD 01F		 37	 59'57.414	 25.715
10	 38	 坪井翔	 	 P.MU/CERUMO･INGING SF19	 TOYOTA/TRD 01F		 37	 59'57.910	 26.211
11	 50	 松下信治	 	 BYOUBUGAURA B-MAX SF19	 HONDA/M-TEC HR-417E	 37	 1:00'12.169	 40.470
12	 18	 国本雄資	 	 Kids com KCMG Elyse SF19	 	 TOYOTA/TRD 01F		 37	 1:00'14.025	 42.326
13	 6	 大津弘樹	 	 DOCOMO DANDELION M6Y SF19	 HONDA/M-TEC HR-417E	 37	 1:00'14.576	 42.877
14	 37	 宮田莉朋	 	 Kuo VANTELIN TOM'S SF19		 TOYOTA/TRD 01F		 37	 1:00'14.864	 43.165
15	 55	 三宅淳詞	 	 TEAM GOH G01 SF19	 	 HONDA/M-TEC HR-417E	 37	 1:00'15.498	 43.799
16	 64	 山本尚貴	 	 TCS NAKAJIMA RACING SF19	 HONDA/M-TEC HR-417E	 37	 1:00'16.057	 44.358
17	 7	 小林可夢偉	 Kids com KCMG Cayman SF19	 TOYOTA/TRD 01F		 37	 1:00'40.844	 1'09.145
18	 14	 大嶋和也	 	 docomo business ROOKIE SF19	 TOYOTA/TRD 01F		 37	 1:00'54.916	 1'23.217

以上完走 ( 規定周回数　33Laps)
–	 3	 山下健太	 	 REALIZE Corporation KONDO SF19	 TOYOTA/TRD 01F		 29	 1:00'20.834	   8Laps
–	 36	 G. アレジ		 Kuo VANTELIN TOM'S SF19		 TOYOTA/TRD 01F		 26	 42'26.451	   11Laps
–	 12	 福住仁嶺	 	 ThreeBond Drago CORSE SF19	 HONDA/M-TEC HR-417E	 3	 7'10.366	34Laps

Rank.	 No.	 Driver				    Total	

1	 1	 野尻智紀		 	 	 113
2	 4	 サッシャ ･フェネストラズ	 	 81
3	 20	 平川亮	 	 	 	 79
4	 5	 牧野任祐		 	 	 55
5	 37	 宮田莉朋		 	 	 43
6	 19	 関口雄飛		 	 	 38
7	 15	 笹原右京		 	 	 37
8	 65	 大湯都史樹	 	 	 30
9	 64	 山本尚貴		 	 	 27
10	 38	 坪井翔	 	 	 	 27

18	 39	 阪口晴南		 	 	 5

Rank.	 No.	 Driver				    Total	

1	 TEAM MUGEN	 	 	 	 132
2	 carenex TEAM IMPUL	 	 	 113
3	 KONDO RACING		 	 	 91
4	 DOCOMO TEAM DANDELION RACING	 70
5	 TCS NAKAJIMA RACING	 	 	 50
6	 Kuo VANTELIN TEAM TOM’S	 	 42
7	 P.MU/CERUMO・INGING		 	 30
8	 TEAM GOH	 	 	 	 30
9	 B-Max Racing Team	 	 	 21
10	 KCMG	 	 	 	 	 18
11	 ThreeBond Drago CORSE		 	 3


